
標 準 仕 様 

高速プ ロ グ ラ マ ブ ル ア ッ テ ネー タ

\680, 000 ( 本体価格)  

機械式ア ッ テ ネ ー タ と は 異なり 、 ア ッ テ ネ ー タ 切替時の チ ャ タ リ ン グ や ス パ イ ク が あ り ま せ ん 。

周波数範囲を 16分割し て 補正し 、 帯域内の 周波数特性を フ ラ ッ ト に し て い ま す 。

細か な 減衰量ス テ ッ プ の 設定に よ り 、 高精度な 無線シ ミ ュ レ ー シ ョ ン が で き ま す 。

マ イ ク ロ ニ ク ス 株式会社
〒193-0934 東京都八王子市小比企町2987-2

TEL. 042( 637) 3667 FAX. 042( 637) 0227
URL:  ht t p: //www. mi cr oni x- j p. com E-mai l :  mi cr oni x_j p@mi cr oni x- j p. com 

取扱店
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＜対応ア プ リ ケ ー シ ョ ン ＞

Wi MAX／携帯電話／無線LAN／RFI D／Bl uet oot h／微弱無線／
カ ー ナ ビ ／ETC・ DSRC／地デ ジ な ど

※そ の 他仕様は MAT800に 同じ

ア プ リ ケ ー シ ョ ン 例

1.  無線機シ ミ ュ レ ー タ と 電波暗箱内部に 設置さ れた 端末に 対し て 、 電波暗箱内部に 取り 付け た 送受信ア ン テ ナ に て 双方向接続が 行え る 環境に 設定。
2.  無線機シ ミ ュ レ ー タ を 使用し て 、 各プ ロ ト コ ル （レ イ ヤ ー 1～3）試験を 実施し ま す 。
3.  端末の ハ ン ド オ ー バ 試験や フ ォ ー ル バ ッ ク 試験を 行え ま す 。
  送信レ ベ ル は 各規格に 合わせ 、 MAT810の 使用最大レ ベ ル を 超え な い よ う に 、 送信レ ベ ル を 確定し て く だ さ い 。(  ま た 、 規格値の 大き い も の は固定ATTの 使用を お 勧め し ま す 。                                            )  

●無線機シ ミ ュ レ ー タ /SG

●MAT810

外来ノ イ ズ を 遮断

内部反射を 吸収

送受信ア ン テ ナ

端末

モ ー ド 設定
電源供給など

※仕様・ 形状に つ き ま し て は事前の 予告な く 変更す る 場合が 御座い ま す 。

・ プ ロ ト コ ル 試験
・ 動的動作試験

周波数範囲    300MHz～6. 6GHz
 
VSWR        1. 8以下＠1～4. 5GHz
         2. 2以下＠0. 3～6. 6GHz 
                  10dB ATTに て

最大減衰量     60dB
      
減衰量設定ス テ ッ プ  0. 05dB

確 度     

挿入損失     6. 8dB以下＠2GHz

使用最大入力   25mW＠2dBコ ン プ レ ッ シ ョ ン  

損傷入力レ ベ ル    +20dBm, 50VDC Max

入出力コ ネ ク タ    SMA（J ）

各補正点及び
+10dBm入力に て(         )  

± 0. 6dB＠0～15dB
± 1. 0dB＠>15～35dB
± 1. 2dB＠>35～50dB
± 1. 8dB＠>50～56dB
± 2. 2dB＠>56～60dB
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